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今回計画（一部変更）のポイント

○ 日本経済を牽引する中部圏の自動車産業を物流面で支える○ 日本経済を牽引する中部圏の自動車産業を物流面で支える

ため、完成自動車輸送の機能強化を図る。（金城ふ頭）

○ 航空機産業の生産機能の増強に対応するため、土地利用計

画を変更する。 （弥富ふ頭）画を変更する。 （弥富ふ頭）
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我が国における自動車産業と名古屋港における

完成自動車輸送の機能強化について
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自動車産業の輸出支援の意義

○自動車産業は我が国最大の雇用の担い手。就業人口は我が国全体の約１割（547万人）を占める。

○自動車産業は全国に広範な関連産業を持つ裾野が広い基幹産業。自動車製造業は全製造業出荷額

の約２割（50兆円）を占める。の約２割（50兆円）を占める。

○自動車産業は貿易黒字の稼ぎ頭。貿易黒字額の約半分（14兆円）を占め、貿易赤字幅の拡大を抑制。

○日本メーカーが国内で生産する自動車（963万台）のうち約５割（467万台）を海外に輸出。

国内生産車の地域別輸出割合
自動車関連就業人口 自動車製造業の

自動車産業は貿易収支の稼ぎ頭
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（参考）国内生産台数963万台

出典：(一社）日本自動車工業会 日本の自動車工業2014

自動車販売業
整備業

部品・付属品
製造業

・鉄鋼業
・電気機械器具
・プラスチック、
ゴム、ガラス
等

出典：財務省「貿易統計」
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出典：(社)日本自動車工業会2013年四輪車輸出実績より

※計数は四捨五入により一致しない出典：( 社）日本自動車工業会 日本の自動車工業2014



凡 例

自動車組立工場の立地状況と主要な完成自動車の積出港湾

富士重工業（本工場）

凡 例

製造品出荷額等

10兆円/年以上（愛知県）

1～10兆円/年（静岡県 三重県 他７都県）

トヨタ自動車東日本（岩手工場）

パジェロ製造（本社工場）
トヨタ岐阜車体工業（本社工場）

富士重工業（本工場）
富士重工業（矢島工場）

注）製造品出荷額等は工業統計産業中分類「輸送用機械器具製造業」

1～10兆円/年（静岡県、三重県、他７都県）

1000億～1兆円/年（岐阜県、他２１道府県）

1000億円/年以下（富山県、他１５県）

トヨタ自動車東日本（岩手工場）

トヨタ自動車東日本（宮城大衡工場）

三菱自動車 業（水島製作所）

ダイハツ工業（京都工場）

ダイハツ工業（滋賀（竜王）工場）

水島港（三菱）

仙台塩釜港（トヨタ）

注）製造品出荷額等は工業統計産業中分類「輸送用機械器具製造業」
を対象

マツダ（本社工場）

三菱自動車工業（水島製作所）

日産自動車（栃木工場）

本田技研工業（埼玉製作所）
本田技研工業（埼玉製作所寄居工場）

マツダ（防府工場）

広島港（マツダ）

水島港（三菱）

北九州港（ト タ）

日産自動車（追浜工場）
産車体 湘南

トヨタ自動車九州（宮田工場）

博多港（トヨタ、日産）
川崎港（スバル）、横浜港（日産、スバル）、横須賀港（日産、スバル）

千葉港（スバル）

茨城港日立港区（日産）北九州港（トヨタ）

日産車体（湘南工場）

日産自動車九州
日産車体（九州工場） トヨタ自動車東日本（東富士工場）

スズキ（磐田工場）
スズキ（相良工場）

スズキ（湖西工場）

ダイハツ九州（大分（中津）工場）

苅田港（日産）

三田尻中関港（マツダ）

神戸港（ダイハツ）

御前崎港（スズキ）

ダ スズキ（湖西工場）

ダイハツ工業（本社工場）
トヨタ自動車（元町工場、高岡工場、堤工場）、
トヨタ車体（富士松工場、刈谷工場、吉原工場）
三菱自動車工業（名古屋製作所）

三河港（トヨタ、スズキ）

四日市港（ホンダ）

中津港（ダイハツ）

出典）各社HP、経済産業省（H24年工業統計）

本田技研工業（鈴鹿製作所）
八千代工業（四日市製作所）

トヨタ車体（いなべ工場）

トヨタ自動車（田原工場）

名古屋港（トヨタ、三菱、ホンダ、スズキ）
※積出港湾については、（ ）内に

当該港湾を利用する主要メーカーを記載
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完成自動車の輸出状況

○完成自動車の輸出は 図中の港（全25港）で全国の輸出量の約99％を占める○完成自動車の輸出は、図中の港（全25港）で全国の輸出量の約99％を占める。

○そのうち名古屋港における輸出量は約128万台（約26％）であり、最大の輸出拠点となっている。

○我が国の港湾が抱える完成自動車輸出に係る課題を解決し、国内に広範な関連産業を持つ自動車

＜凡例＞

産業の輸出支援を図ることにより、地域の雇用と所得を維持・創出する。

輸出量１０万台以上の港

輸出量１万台以上の港

輸出量３０万台以上の港

輸出量 万台以 港

３９万台
３８万台

名古屋
三河

横浜

広島
千葉

３８万台

川崎

東京

日立

三河
三田尻中関

広島

堺 御前崎

神戸
横須賀

四日市 清水

３３万台博多

水島
東京

門司 大阪

１２８万台

苅田

８６万台

５７万台

＊図中の地名は税関の名称である。（但し、防府を三田尻中関とした）
出典：財務省「貿易統計（平成25年）」より国土交通省港湾局作成

１２８万台 ８６万台
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金城 弥富 新 プ び岸壁が 散 各

名古屋港完成自動車取扱に係る課題①

○金城ふ頭、弥富ふ頭、新宝ふ頭にモータープール及び岸壁が分散しているため、各ふ頭間における
完成自動車の横持ちや自動車専用船の港内移動による輸送コストの増加、ダメージリスクの増加が
問題となっている。

金城ふ頭
全体の取扱台数：３９万台

弥富ふ頭
全体の取扱台数：１１万台

198隻

金城ふ頭⇔新宝ふ頭 ３ｋｍ
中古車
１３万台

トランシップ＊

１４万台

新車
１２万台

Ｂ社 Ｃ社 Ｄ社

新車
１１万台
Ｂ社

ふ頭間横持ち

140隻

新宝ふ頭
《専用岸壁》

Ａ社

ふ頭間横持ち

140隻

金城ふ頭
《公共岸壁》

14隻
弥富ふ頭⇔新宝ふ頭 ９ｋｍ

弥富ふ頭⇔金城ふ頭 ６ｋｍ

弥富ふ頭
《公共岸壁》

16隻

17隻

14隻

弥富ふ頭⇔新宝ふ頭 ９ｋｍ

14隻

※各ふ頭間の矢印及び隻数は自動車専用船の港内移動を示す。 ＊トランシップは第３国間輸送における名古屋港で積み替えを指す。 データはいずれもH25年実績。

名古屋港における自動車取扱公共岸壁の利用状況、完成自動車の横持ち及び自動車専用船の港内移動状況 7



名古屋港完成自動車取扱に係る課題②

○ 完成自動車の横持ち等の課題のほか モ タ プ ルが分散 不足していることにより 維持管理

金城ふ頭

○ 完成自動車の横持ち等の課題のほか、モータープールが分散、不足していることにより、維持管理
コストも増大している。

金城ふ頭

弥富ふ頭

完成自動車の保管施設用地完成自動車の保管施設用地

完成自動車の荷捌き地
8



自動車専用船の例名古屋港完成自動車取扱に係る課題③

○ 燃料高騰による輸送効率の向上 パナマ運河の拡張などの影響により 世界的に自動車専用船○ 燃料高騰による輸送効率の向上、パナマ運河の拡張などの影響により、世界的に自動車専用船
（ＰＣＣ）の大型化が進んでいる。

○ 名古屋港に入港するＰＣＣ船の約３割が６万ＧＴ以上の大型船となっており、大型船に対応した港湾
機能を確保していく必要がある

日本船社の例 外国船社の例

機能を確保していく必要がある。

LYRA LEADER＜日本郵船＞

総トン数 ：62,510トン
積載重量 ：21 453DWT

HOEGH ST. PETERSBURG
＜Höegh Autoliners(ﾉﾙｳｪｰ)＞

総トン数 ：68,392トン
積載重量 ：21,285DWT
全

積載重量 ：21,453DWT
全長 ：199.9m
満載喫水 ：10.3m
車両積載台数 ：6,500 台

全長 ：229m
満載喫水 ：10.018m
車両積載台数：7,850 台

TEXAS HIGHWAY＜川崎汽船＞

総トン数 ：55,458トン
積載重量 ： 17,481DWT

6% 8% 9%
15%

18%
24% 26% 26% 28%

3%2%

80%

90%

100%

名古屋港へ入港する自動車専用船 ：60,000GT以上の大型船

積載重量 ： 7,48 DWT
全長 ：199.94m
満載喫水 ：9.616m
車両積載台数 ：6,000 台

98% 97%
94% 92% 91%

85%
82%40%

50%

60%

70%

SUPREME ACE＜商船三井＞

総トン数 ：37,602 トン
積載重量 ：18,384DWT

82%
76% 74% 74% 72%

10%

20%

30%

40%
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全長 ：199.95m
満載喫水 ：9.816m
車両積載台数：6,400 台

0%

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

出典）港湾統計より名古屋港管理組合作成



自動車専用船の例今回計画の概要（金城ふ頭）

【今回計画の背景】【今回計画の背景】

○ 公共埠頭において完成自動車を取り扱う岸壁、荷捌き地及びモータープールが

分散していることから、完成自動車輸送の効率化を図るため、弥富ふ頭から金城ふ頭へ

完成自動車取扱機能の集約・拠点化が求められている。

○ 自動車専用船は大型化しており 大型船の入港隻数も増加傾向であることから○ 自動車専用船は大型化しており、大型船の入港隻数も増加傾向であることから、

大型の自動車専用船に対応した岸壁の確保が急務である。

○ 災害時の緊急物資輸送に対応した耐震強化岸壁の確保が必要である。

【計 変更 内容】【計画変更の内容】

・水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２６０ｍ［既設の変更計画］ ８４号岸壁・水深１２ｍ 岸壁１バ ス 延長２６０ｍ［既設の変更計画］ ８４号岸壁

・水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２６０ｍ（耐震）［新規計画］ １・２突間岸壁

・岸壁の計画に対応した泊地、航路泊地の確保

10

・埠頭用地６．８ｈａ（荷捌き施設用地及び保管施設用地）［新規計画］



名古屋港 計画変更内容（金城ふ頭）

○ 自動車専用船の大型化に対応するため 既設のＷ８４岸壁の水深を変更する○ 自動車専用船の大型化に対応するため、既設のＷ８４岸壁の水深を変更する。
○ 自動車専用船の大型化に対応するとともに、完成自動車輸送機能の集約・拠点化を図るため、岸

壁及び埠頭用地を計画する。また、緊急物資の輸送拠点として機能するため、耐震強化岸壁とする。

【既定計画】 【今回計画】【既定計画】 【今回計画】

小型船だまり
岸壁（ 5）400

1･2突間岸壁

埠頭用地 6.8ha

岸壁（-5）400m
防波堤450m
小型桟橋

1･2突間岸壁
（-12m） 260m

泊地（-12m）1 6ha泊地（ 10m） 泊地（-12m）1.6ha泊地（-10m）

航路・泊地（-12m）31.4ha

W84岸壁
（-12m）260m

W84岸壁
（-10m） 200m

泊地（ ）泊地（-10m） 泊地（-12m）2.0ha
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名古屋港における航空機産業に対応した

土地利用計画の変更ついて
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名古屋港における大手航空機材メーカーの立地状況

○ 中部地域は、今後大きな成長が見込まれている航空宇宙産業の集積地であり、名古屋港には○ 中部地域は、今後大きな成長が見込まれている航空宇宙産業の集積地であり、名古屋港には
大手航空機材メーカーが立地している。

三菱重工業㈱大江工場

Ｂ７８７主翼 ＭＲＪ部品Ｂ７８７主翼、ＭＲＪ部品

川崎重工業㈱名古屋第二工場

Ｂ７６７胴体パネル

三菱重工業㈱飛島工場

ロケットＨ２Ａ組立、

ＭＲＪ構造組立、

Ｂ７６７・Ｂ７７７胴体パネルＢ７６７・Ｂ７７７胴体パネル

川崎重工業㈱名古屋第一工場

前部胴体 胴体パネ

13

Ｂ７８７前部胴体、Ｂ７７７胴体パネル



名古屋港におけるシーアンドエアーの実現

○ 名古 港内 場 製造された航空機材 場 隣接 た岸壁から船舶 り中部 際空港○ 名古屋港内の工場で製造された航空機材は、工場に隣接した岸壁から船舶により中部国際空港
の岸壁（常滑港）まで海上輸送され、その後、航空輸送が行われている（シーアンドエアー）。
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自動車専用船の例今回計画の概要（弥富ふ頭）

【今回計画の背景】

○ 金城ふ頭に完成自動車取扱機能を集約・拠点化するため、弥富ふ頭における完成自動車

に対応した既定計画の岸壁及び埠頭用地の見直しが必要である。

○ 名古屋港に立地する大手航空機材メーカーから 旅客機増産に対応するため○ 名古屋港に立地する大手航空機材メーカーから、旅客機増産に対応するため、

新たな用地の確保が求められている。

【計画変更の内容】

岸壁 バ・水深１１ｍ 岸壁２バース 延長３８０ｍ［既定計画の削除］

・岸壁の計画削除に対応し 埠頭用地の一部見直し 泊地計画の削除・岸壁の計画削除に対応し、埠頭用地の一部見直し、泊地計画の削除

・工業用地７．８ｈａ［既設の変更計画］

15

業用 ［既設 変更計画］



名古屋港 計画変更内容（弥富ふ頭）

○ 立地企業の要請に対応し 工業用地を確保するため 土地利用計画を変更する○ 立地企業の要請に対応し、工業用地を確保するため、土地利用計画を変更する。
○ 完成自動車取扱を想定していた公共岸壁（-11m）の機能は金城ふ頭にシフトし、計画を削除する。

【既定計画】 【今回計画】

岸壁（-11m）
380 ２バ ス

工業用地 7.8ha

交通機能用地 0.9ha交通機能用地 3 0ha

380m ２バース

泊地（-11m）10.8ha

交通機能用地 0.9ha

埠頭用地 23.8ha

交通機能用地 3.0ha

埠頭用地 29.5ha
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確認の視点

確認事項
国としての確認の視点

基本方針※

Ⅰ 今後の港湾の進むべき方向
１ 産業の国際競争力と国民生活を支える物流体系の構築

（１）海上輸送網の基盤の強化

完成自動車
輸送機能の強化

（金城ふ頭）

（１）海上輸送網の基盤の強化
②バルク貨物等の輸送網の強化

自動車、建設機械等の主としてＲＯＲＯ船で運ばれる貨物は、我が国の主要な輸出品の一つである。これ
らの物資の低廉な輸送は、我が国における産業の国際競争力の強化と国民生活の質の向上のために重
要である。要である。

このため、臨海部や内陸部における企業立地、船舶の大型化等に適切に対応し、効率的で安全性・信頼
性が高く、環境負荷の小さい輸送サービスを提供できるように、大水深の国際物流ターミナルを整備すると
ともに、バルク貨物等の輸送、保管、荷さばき等に係る機能を強化する。

Ⅰ 今後の港湾の進むべき方向
１ 産業の国際競争力と国民生活を支える物流体系の構築

（２）臨海部の産業立地 活動環境の向上
企業立地の促進

（弥富ふ頭）

（２）臨海部の産業立地・活動環境の向上

臨海部における国内外からの産業立地や設備投資を促進することにより、我が国における産業の国際競
争力を向上させるとともに、雇用や所得の創出等により地域を活性化させることが必要である。

このため、原材料等のバルク貨物等を輸送する船舶の大型化や企業立地等に対応した港湾施設の整備、
臨海部の有効活用 再編による用地の提供を行うとともに タ ミナル隣接地における大型特殊貨物を円滑臨海部の有効活用・再編による用地の提供を行うとともに、ターミナル隣接地における大型特殊貨物を円滑
に輸送するための措置や幹線道路網とのアクセスの確保について関係機関と連携して取り組む。
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※港湾の開発、利用及び保全並びに開発保全航路の開発に関する基本方針（平成26年1月6日 国土交通省告示第6号）


